. ご 利用 案内 


人 @ 開館 時 間 還 

8:30<17:00 = ro 

※ 最 終 入 館 16:30 ま で - に に 
(年 中 無休 ) 

@ 駐車 場 

バス 24 台 

ー 般 車両 150 台 

@ 入 館 料 

大 人 | 小 中 学 生 


ー 投 | 400 円 | 200 円 | 有料 肛 示 エリ ア ① 交 合 委 内 


1 万 次 郎 の 故郷 ・ 中 浜 
団体 A 漂流 ・ 救 出 2 万 次 郎 少年 時 代 
5 人 以上 320 円 | 160 円 B アメ リカ ライ フ 3 を 目的 スペ ー ス 
福祉 | 200 円 | 100 円 | 日 本 帰還 5 聞 殺 市 交 関 連 展示 
割引 D 幕末 維新 へ の 扉 5 ワーク ショ ッ プル ー ム 


本 四万十 市 1 天馬 
市 街 地 


ジョ ン 万 次 郎 
資料 館 


一 竜串 | 市 街 地 


候 全 
音 串  。 萬 次 郎 少年 像 中 浜 % 
は ジョ ン 万 次 郎 生 誕 の 地 
@$ シ ジョ ン 万 次 郎 
資料 館 
(あし ずり 港 ) 足摺 岬 
中 浜 万 次 郎 父 


交 | * 車 / 高 知 自動 車道 「 四 万 十 困 中央 IC」 よ り 車 で 約 1 時 間 30 分 
通 | 飛行機 高知 龍馬 空港 より 、 車 で 約 3 時 間 
案 |・ 鉄 道 / 土 佐 く ろ し お 鉄道 「 中 村 駅 」 よ り 車 で 約 40 分 

路線 バス で 約 60 分 (「 養老] 下車) 


ジョ ン 万 次 郎 資 料 館 
お 問い 合わ せ (一 社 ) 土 佐 清水 市 観光 協 人 


TEL 0880-82-3155 


[8:30 17:00 年 中 無休 ] 
787-0337 高知 県 土佐 清水 市 養老 303 


が /。/ 
/ MOseuw の 
了 CN 


ヒー ー ー 旦 フ っ = ST ム に 万 次 郎 
偉人 た ち に 影響 を 与え た ン ョ ン 万 次 郎 。 
西洋 の 知 庄や 文化 を 伝え 、 日 本 の 近代 化 に 貢献 中 浜 万 次 郎 像 
ショ ン 万 次 郎 を 抜き に 、 募 末 を 語る こと は で きま せん 。 昭和 43 年 に 足摺 岬 に 建て られ た 像 。 
手 に 航海 と 測量 の 道具 で ある コン 
パス と 三角 定規 を 握り 、 思 い 出 深い 
太平 洋 を みつ め て いま す 。 


⑯ 交 通 
萬 次 郎 少年 像 ジョ ン 万 次 郎 資 料 館 よ り 。 


あし ずり 港 広場 に ある 群像 。 車 で 東 へ 約 30 分 。 
万 次 郎 と 、 共 に 漂流 し た 4 人 の 
仲間 が 助け を 求め る 姿 を 表 
現 。 彼 ら の 後ろ に そびえ る 訪 MUSEUIM 
波 の 迫力 も あい まっ て 、 と て も Tosashimigu @e 
ドラ マチ ッ ク な 作品 で す 。 Fairhaven/New Bedford 
⑯ 交 通 
ショ ン 万 資料 人 より 基 まま の 四条 に 世界 を 久 を た 陸 人 除 人 
NIR ぐふ る * ル ラ ング クマ いく 
と に 
5/ ョ ン 万 次 郎 資 料 館 
@ 高 次 郎 少年 像 | 0 


ジョ ン 万 次 郎 
資料 館 


勝 海舟 
江戸 東京 博物 館 提供 、 ペ バ 


1 
@ 
こつ ! 


な か の は ま 


を まま ヵ 育っ た 「 則 7 兵 


万 次 邪 ほ 貸し い 漁 所 の 家 に 生ま れ ま し た 。 ジョ ン 万 次 郎 資料 館 ドー 
ここ は ほ 十 くだ ら あ る 小さ な 漁村 で 、 仙人 9 / / < 
万 次 郭 之 年 な 暮らし た 中 ノ 浜 村 の 6 Ps 6 
雰 固 気 今 で も 負 思 く 残 っ て いま す 。 Nm ass ー 人 > 
⑩ ジ ョ ン 万 次 郎 生 家 ( 復 元 ) @ 記 念 碑 - 貼 て 
ジョ ン 万 次 各 責 租 より 車 で 東 へ 約 20 分 。 1 ea | 4 
市 街 地 園 て ーー 癌 和 受講 
万 次 郎 が am 1 1 
| 万 湊 配 の 奉公 先 使用 し た 井戸 pi し 全 oc 環 計 / 
5: 公 | 
今津 家 ) に ン - 凍 | 1 
@ ショ ン 万 次 郎 らら ン | ま 
9 の 生 家 (復元 ) 帰 導 150 周 年 記念 碑 万次郎 の 仮 草 (大 覚寺 | - 
っ 6 万 次 郎 の 母 の 出 里 ( 中 谷 家 ) KS い | 
大和 寺 : TN ] | 
8 郷 150 周 年 記念 碑 
| | ee N、 | 
ョ 今 0 ーー | 
| の 記念 碑 " 足摺 岬 | 万次郎 の 奉公 先 万 次 郎 の 母 の 出 里 万次郎 が | 
| e〒 (今津 家 ) (中 谷 家 ) 使用 し た 井戸 【 


- 其 和 の 還 を に [1F 展 示 室 ] [1F 展 示 室 ] [1F 展 示 室 ] 
孝 > 1 
世界 を を た 団 條 人 
ゝ 圭 0 Sa 

by 万 次 上 少年 青年 期 ソ ー ン ーッ 壮年 

ジョ ンク カバ (中 渓 時 代 ) (アメ リカ 時 代 ) ′ * 生 c 寺 S (幕末 維新 時 代 ) 

[1827 年 (文政 10 年 ) 一 1898 年 (明治 31 年 )] 幼い 頃 か ら 家 族 を 養う た め に 働く 万 次 郎 。 船長 の 養子 と な り 、 ア メリ カ で 教育 を 受け る 。 日 本 を 近代 化 へ と 導く 、 幅 広い 活躍 。 
1 漁 に 出 て 遭難 し 、 米 国 へ 。 激 動 の 人 生 の 幕開け 。 船 で 世界 を 航海 し な が ら 、 日 本 へ 帰る こと を 決意 。 時 代 に 敏感 な 多く の 志士 が 万 次 郎 の 元 へ 集う 。 
ジョ ン 万 次 郎 こ と 中 演 万 次 郎 は 今 9 歳 で 父 を 亡くし た 万 次 郎 。 奉 公 先 を 飛び 出し て 演 師 に な る まで て の アメ リカ の 学校 で 学ん だ 万 次 郎 。 卒 業 後 は 船 に 乗り 、 捕 鯨 航海 へ 。 藩校 教授 と し て 後に 歴史 に 名 を 残す 人 物 た ち を 指導 。 ペ リー 来航 の 
土佐 清水 市 中 浜 で 漁師 の 次 男 と 0 エピ ソー ド や 師 仲間 4 人 と 遭難 し 、 流 れ 着 いた 無人 島 で の サバ イ や が て 、 断 ち 難い 故郷 へ の 想い と 日 本 の 開国 を 実現 する た め に 帰国 を 際 に 直参 旗本 と な り 江戸 へ 。 英 語 や 航海 術 ・ 測 量 術 の 指導 、 造 船 の 
生ま れ ま し た 。14 歳 の 時 に 漁 に 出 て バル 生活 、 捕 鯨 船 に 救出 され て 仲間 と 別れ て 1 人 で アメ リカ 本 土 に 決意 。 ゴ ー ル ドラ ッシュ て で 資金 を 稼ぎ 、 日 本 へ 戻り ます 。 取 り 調 べ の 後 、 指揮 、 翻 訳 や 通 NAOMI PS 勝海 舟 ・ 福 沢 諭吉 ら と 共に 

渡る まで の 激動 の 日 々 を 紹介 し ます 。 土佐 藩 の 武士 に 取り 立て られ ます 。 成 臨 丸 に 乗り 、 ア メリ カ 本 土 に 渡る 。 


章 難 。 無 人 島 に 漂着 し 、143 日 も の 
過酷 な 日 々 を 過ごし た 後 、 幸 運 に も 
アメ リカ の 捕 人 航 船 に 助け られ 、 ア メ 
リカ 本 土 上 陸 を 果たし ます 。 

米国 で 学び 、 卒 業 後 は 船員 を し て いま 
し た が 、 帰 国 を 決意 。 カ リフ ォ ル ニア の 
金鉱 で 得 た 資金 で 船 を 購入 。 帰 国 後 は 


の ⑳0 め 6《 


芝 2%7 
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ABC の 掛け 軸 


影 ス ポッ ト 山 船 模型 


ドア ノブ 撮 


鳥島 の 模型 


お 暫 


教授 や 通訳 と し て 活躍 。 坂 本 龍馬 や 
岩崎 弥太 郎 、 勝 海 和 朋 に も 影響 を 与え た 
人 物 で す 。 


奉公 先 で 使用 し た 石臼 で 、 万 次 郎 
が 漁師 に な る きっ か け を 作っ た 。 
現在 は 生誕 地 ・ 中 浜 の 高台 に ある 
記念 碑 前 に 設置 され て いる 。 


万 次 郎 た ち が 漂 流し 、 た どり 着い た 
無人 島 。 1 周 約 8.5km の 大 き さ で 
伊豆 諸島 最 南端 の 活 火山 。 東 京 か ら 
の 距離 は 約 580km。 


万 次 郎 が 暮らし た 、 米 国 マ サチ ュー 
セッ ツ 州 フェ アヘ ー ブ ン に あっ た 
「 ス コン ティ カッ ト ネ ッ ク 農 場 」 の 
家 の ド アノ ブ ( 本 物 )。 


アメ リカ 式 捕鯨 を 再現 し た 撮影 

スポ ッ ト 。 船 の 舶 先 に 立つ 殺 打 ち 
に な っ た 気分 で 記念 撮影 を し て 
いた だ け ま す 。 


河田 小龍 邸 で 書か れ た と され 、 黒 
字 は 万 次 郎 、 赤 字 は 小龍 の 筆 と され 
て いま す 。 万 次 郎 の 掛け 軸 で 最も 
著名 な も の の ひと つ 。 


黒船 来航 時 の 様子 を イメ ー ジ し た 
西洋 艦船 と 、 成 臨 丸 の 模型 を 展示 。 
幕末 の 時 代 に 活躍 し た 帆船 を 多数 
展示 し て いま す 。 


アド ベン チャ ラー 号 の 模型 
万 次 郎 が 金 の 採掘 で 得 た 資金 で ホ ノ 
ルル で 購入 し た 小型 ボー ト 。 琉 球 沖 で 
商船 か ら ボ ー ト を 降ろ し て も らい 、 
船 を 注い で 琉球 に 上 陸 。 そ の 後 、 薩 摩 ・ 
長崎 に 護送 され た 。 


英 米 対話 皇 径 

万 次 郎 が 記し た 日 本 初 の 英会話 ガ 
イド ブッ ク 。 日 常 会 話 や 船上 で 必要 
な 英会話 が 載っ た 当時 の ベス ト セ 
ー。 そ の 後 の 日 本 の 英語 教育 に も 
多大 な 影響 を 与え まし た 。 


ジョ ン ・ ハ ウラ ンド 号 の 模型 
万 次 郎 た ち 5 人 を 救っ た アメ リカ の 
捕鯨 船 (船長 : ウ ィ リ アム ・H・ ホ イッ ト 
フィ ー ル ド )。 食 料 の ウミ ガメ を 捕獲 
する 目的 で 鳥島 に 立ち 寄り 、 万 次 郎 
た ち を 発見 し た 。 


ン ョ ン 万 次 郎 の 主 な 功績 
@ 当時 の 先進 的 な 技術 や 知識 を 伝え る 
英語 や 数 学 、 航 海 術 、 測 量 術 な ど を 教え 、 
万 次 郎 か ら 学ん だ 者 の 多く か 、 後 に 維新 の 要 人 と な る 。 
@ 名 著 | ボー ディ ッ チ の 航海 書 ] を 翻訳 
日 本 初 の 外洋 航海 の 専門 書 を 翻訳 。 人 材 育成 に も 貢献 し た 。 
@ 日 本 初 の 英会話 教本 「 英 米 対話 皇 径 」 を 出版 
上 本 初 の 英会話 ガイ ドブ ッ ク を 発表 。「ABC の 歌 ] も 掲載 。 


@ 成 臨 丸 で 日 本 人 初 の 太平 洋 横断 に 成功 
通訳 と し て 、 騰 海舟 た ちと 乗船 。 サ ン フ ラン シス コ に 入港 。 


@ 小笠 原 諸島 を 日 本 の 統治 下 に 置く 
住民 全員 の 同意 を 取り 付け 、 日 本 の 領土 と し て 統治 する 。 


@ ホー トン 事件 で 不可 侵 、 平 等 の 外交 に 尽力 
外国 人 水夫 の 裁判 に 際 し 、 ア メリ カ と の 対等 外交 を 目指 す 。 


次 郎 が 語っ た アメ リカ を > 」 
表 ・ 河 田 小 骨 が 鮮やか に 挿 いた BA @ 無 


りゃ く 4 
<Gd3 な リー 体験 ・ 交 流 ス ペー ス 
に 間 アメリカ 本 
> 恭 気 機関 車 


NN 
漂 思 四 2F は 企画 展 や 体験 ・ 交 流 の スペ ー ス 。 


吉田 東洋 の 命 に より 万 次 郎 か ら 話 を 聞き 取り し た 万 次 郎 が 参加 し た ゴー ルド ラッ シュ が 
小龍 。 万 次 郎 を 自邸 に 住ま わせ 、 読 み 書き を 教え 、 きっ か け で 誕生 し た ジー ンス の 歴史 、 
自身 は 英語 を 教わり まし た 。 万 次 郎 が 語っ た 米国 の 友好 姉妹 都市 フェ アヘ ー ブ ン や ニュ ー 
話 に 私 見 を 入れ ず 、 挿 絵 を 加え て 記録 。 坂 本 龍馬 ベッ ド フ ォ ー ド の 情報 を 展示 。 ワ ー ク 
な ど 幕 末 の 志士 に も 影響 を 与え た 本 で す 。 ショ ッ プ スペ ー ス も 併設 し て いま す 。 


日 本 画家 
河田 小龍 


霊山 歴史 館 提供 


